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【
一
般
会
計
決
算
】

決
算
審
査
を
通
じ
て
、
総

務
委
員
会
の
一
致
し
た
意
見

は
、
次
の
２
点
で
す
。

一
つ
は
、
決
算
に
つ
い
て

で
す
。
決
算
は
、
い
く
ら
入

っ
て
、
い
く
ら
使
っ
た
か
と

い
う
こ
と
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
そ
の
数
字
か
ら
、
事
業

を
拡
大
す
る
か
、
縮
小
す
る

か
と
い
っ
た
評
価
を
し
、
来

年
度
の
予
算
編
成
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
に
本
来
の
目
的
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
決
算
審
査

に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
姿
勢
が

あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

予
算
が
事
業
別
に
な
っ
た
こ

と
で
も
あ
り
、
決
算
に
お
い
て
、

そ
の
事
業
の
検
証
を
要
望
す
る

も
の
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
Ｉ
Ｔ
関
係
経
費

に
つ
い
て
で
す
。
Ｉ
Ｔ
関
係
で
数

多
く
の
委
託
が
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
何
で
も
委
託
す
る
の
で
は
な

く
、
職
員
み
ず
か
ら
が
手
が
け
る

よ
う
に
す
る
こ
と
、
委
託
す
る
場

合
、
委
託
料
が
適
正
か
ど
う
か
、

予
算
編
成
の
段
階
で
第
三
者
が

チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
関
を
設
け
る

べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

電
子
市
役
所
の
構
築
は
始
ま

っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
今
後
の
経

費
増
大
に
歯
ど
め
を
か
け
る
必

要
が
あ
る
と
し
て
、
要
望
す
る
も

の
で
す
。

【
一
般
会
計
決
算
】

道
路
新
設
改
良
費
で
は
、
１０

年
経
過
後
の
私
道
舗
装
に
つ
い

て
質
疑
が
交
わ
さ
れ
、
執
行
部
か

ら
、
生
活
道
路
と
し
て
支
障
を
来

す
現
況
で
あ
れ
ば
、
再
舗
装
に
柔

軟
に
対
処
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

公
園
費
で
は
、
ち
び
っ
子
プ
ー

ル
設
置
要
綱
は
昭
和
４７
年
１
月

施
行
で
、
約
３０
年
を
経
過
し
、
現

状
は
、
管
理
運
営
の
た
め
の
人
員

確
保
や
、
補
助
金
が
少
な
い

な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

の
が
実
情
の
よ
う
で
あ
り
、

委
員
か
ら
も
種
々
の
実
態
が

述
べ
ら
れ
、
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
ち
び
っ
子
プ

ー
ル
は
、
他
市
に
は
な
い
、
戸

田
市
独
特
の
施
設
で
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
幼
児
に
利
用
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と

か
ら
も
、
今
の
時
代
に
合
っ
た
、

よ
り
よ
い
運
営
方
法
を
、
い
ろ
い

ろ
な
観
点
か
ら
検
討
す
る
よ
う

要
望
し
ま
し
た
。

【
公
共
下
水
道
特
別
会
計
決
算
】

水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
・
補

助
条
例
が
現
状
に
マ
ッ
チ
し
て

い
る
か
と
し
て
、
利
用
状
況
等
に

つ
い
て
質
疑
が
交
わ
さ
れ
た
結

果
、
執
行
部
か
ら
、
実
態
を
調
査

し
て
、
制
度
内
容
を
検
討
し
て
み

た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
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【
一
般
会
計
決
算
】

心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
費
で
は
、
管
理
運
営
委

託
料
の
主
な
不
用
額
が
、
空

調
設
備
の
劣
化
に
よ
る
光
熱

費
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、

劣
化
し
て
い
る
空
調
設
備
は

早
く
正
常
に
戻
し
た
い
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

保
育
園
費
で
は
、
民
間
と

公
立
の
児
童
１
人
当
た
り

の
保
育
コ
ス
ト
の
差
に
よ
る
今

後
の
市
立
保
育
園
運
営
の
あ
り

方
や
、
給
食
調
理
業
務
の
委
託

業
者
の
選
定
経
過
、
従
業
員
の

体
制
、
事
業
内
容
等
の
質
疑
を

交
わ
し
ま
し
た
。

扶
助
費
で
は
、
無
料
低
額
宿
泊

　
本
定
例
会
で
は
、
平
成
　
年

度
決
算
の
内
容
に
つ
い
て
、
各

常
任
委
員
会
で
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
に
掲
載
し
た
の

は
、
そ
こ
で
出
さ
れ
た
意
見
や

要
望
の
概
要
で
す
。�

14
年
度
決
算
審
査�
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所
に
つ
い
て
、
設
置
基
準
の
有
無
、

市
内
に
多
く
つ
く
ら
れ
る
理
由

等
の
質
疑
を
交
わ
し
ま
し
た
。

保
健
衛
生
総
務
費
で
は
、
病
院

群
輪
番
制
病
院
の
運
営
状
況
、
ま

た
、
総
合
医
療
体
制
推
進
事
業
に

係
る
医
師
会
へ
の
補
助
金
の
使

途
の
、
市
へ
の
報
告
の
有
無
に

つ
い
て
質
疑
を
交
わ
し
ま
し
た
。

【
国
民
健
康
保
険特

別
会
計
決
算
】

税
の
収
納
状
況
に
つ
い
て
、
国

民
健
康
保
険
制
度
の
趣
旨
で
あ

る
相
互
扶
助
、
税
負
担
の
公
平
性

等
の
観
点
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
点
を
提
起
し
、
執
行
部
の
考
え

を
た
だ
し
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
決
算
】

市
民
保
養
所
費
で
は
、
運
営

委
託
で
細
部
に
目
が
届
か
な
い

状
況
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、

施
設
の
実
態
把
握
に
努
め
ら
れ

た
い
と
の
意
見
、
費
用
対
効
果

の
面
か
ら
実
利
用
人
員
を
把
握

し
、
料
金
設
定
を
検
討
さ
れ
る

よ
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

中
学
校
・
学
校
管
理
費
の
社

会
体
験
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
で
は
、

生
徒
の
希
望
を
可
能
な
限
り
取

り
入
れ
て
、
将
来
の
夢
が
広
が

る
よ
う
な
活
動
へ
充
実
発
展
さ

れ
る
よ
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

彩
湖
自
然
学
習
セ
ン
タ
ー
費

で
は
、
自
然
観
察
会
な
ど
主
催

事
業
の
参
加
者
も
年
々
増
え
て

お
り
、
多
く
の
希
望
者
が
参
加

で
き
る
よ
う
、
事
業
回
数
の
見

直
し
の
意
見
、
ま
た
、
星
座
な

ど
の
観
察
で
、
こ
ど
も
の
国
と

連
携
し
、
双
方
の
施
設
の

有
効
利
用
と
な
る
事
業
展

開
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。

教
育
振
興
費
の
入
学
準

備
金
の
利
用
は
、
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
、
よ
り
多

く
の
活
用
を
図
る
た
め
、

Ｐ
Ｒ
の
拡
大
、
保
証
人
要

件
の
緩
和
で
意
見
が
あ
っ

た
ほ
か
、
滞
納
者
が
い
る
中
で

厳
格
な
チ
ェ
ッ
ク
も
大
切
で
あ

り
、
貸
付
金
の
回
収
に
努
力
す

る
よ
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党

望
月
　
久
晴
議
員

１４
年
度
の
歳
入
は
、
法
人

市
民
税
が
大
き
く
落
ち
込
み
、

個
人
市
民
税
は
伸
び
悩
ん
で

い
ま
す
が
、
固
定
資
産
税
は

引
き
続
き
伸
び
て
い
ま
す
。

民
の
要
望
に
よ
り
沿
っ
た
効
率

的
予
算
編
成
が
も
っ
と
可
能
で

あ
っ
た
は
ず
で
す
。
予
算
編
成

段
階
で
の
改
善
を
求
め
ま
す
。

平
成
会

伊
東
　
秀
浩
議
員

１４
年
度
の
わ
が
国
の
経
済
は
、

景
気
に
一
部
改
善
の
動
き
が
み

ら
れ
ま
し
た
が
、
後
半
に
か
け
、

デ
フ
レ
・
株
価
低
迷
の
影
響
並

び
に
過
去
最
悪
の
完
全
失
業
率

等
が
最
終
需
要
の
下
押
し
要
因

と
な
り
、
景
気
は
ほ
ぼ
横
ば
い

で
推
移
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い

て
、
１４
年
度
決
算
は
、
税
収
等

財
政
力
指
数
は
１
・
１
９
５
と

な
り
、
１３
年
度
よ
り
０
・
０
３

１
上
が
り
、
本
市
の
財
政
力
が

引
き
続
き
県
下
一
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

１４
年
度
一
般
会
計
で
は
、
自

立
支
援
ホ
ー
ム
の
建
設
や
福
祉

セ
ン
タ
ー
施
設
、
学
校
施
設
等

の
改
善
、
保
健
事
業
の
拡
大
、

水
害
対
策
の
推
進
な
ど
、
市
民

の
要
求
に
基
づ
い
た
施
策
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
財
政
運
営

を
効
率
化
す
れ
ば
、
も
っ
と
市

民
の
要
求
に
応
え
ら
れ
た
は
ず

で
す
。

ま
た
、
１４
年
度
予
算
の
編
成

段
階
で
、
実
態
に
即
し
た
繰
越

金
が
計
上
さ
れ
て
い
れ
ば
、
市

の
伸
び
悩
む
中
で
、
市
民
の

多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
幅

広
く
対
応
す
る
た
め
、
旅
費
、

備
品
購
入
等
の
経
費
節
減
を

図
り
な
が
ら
、
公
共
施
設
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
と

し
て
、
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
、
子

育
て
支
援
と
し
て
新
曽
保
育

園
の
移
転
建
築
、
治
水
対
策

と
し
て
の
調
整
池
工
事
、
芦

原
小
学
校
用
地
購
入
な
ど
、

市
民
福
祉
の
向
上
や
都
市
基

盤
整
備
、
教
育
環
境
の
整
備

な
ど
に
配
慮
さ
れ
た
こ
と
が

う
か
が
え
、
効
率
的
か
つ
適

正
に
な
さ
れ
た
も
の
と
認
め

ら
れ
ま
す
。

最
終
日
の
本
会
議
で
、

一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て

討
論
が
行
わ
れ
、
採
決
の

結
果
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

要
旨
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

歳
入
歳
出
決
算
書
や
そ
の

他
の
附
属
書
類
は
、
地
方
自

治
法
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ

て
お
り
、
収
入
役
所
管
の
証

書
類
と
照
合
し
た
結
果
、
計

数
は
正
確
で
あ
り
、
予
算
執

行
は
、
所
期
の
目
的
に
沿
い
、

適
正
か
つ
効
果
的
に
執
行
さ

れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

一
般
会
計
の
歳
入

は
、
前
年
度
に
比
べ
、

増
と
な
っ
て
い
る
。

市
税
で
は
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税

及
び
都
市
計
画
税
が

増
と
な
っ
た
ほ
か
は
、

市
民
税
、
市
た
ば
こ

税
及
び
特
別
土
地
保

有
税
が
減
と
な
っ
た
。

減
と
な
っ
た
主
な
も
の
は
、

利
子
割
交
付
金
及
び
地
方
消

費
税
交
付
金
で
あ
る
。
増
と

な
っ
た
主
な
も
の
は
、
基
金

繰
入
金
及
び
市
債
で
あ
り
、

競
艇
事
業
収
入
は
増
加
に
転

じ
て
い
る
。

歳
出
は
、
所
期
の
目
的
は

ほ
ぼ
達
成
さ
れ
て
お
り
、
経

費
全
般
に
つ
い
て
節
減
や
合

理
化
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

引
き
続
き
土
地
開
発
公
社
か

ら
積
極
的
に
用
地
を
購
入
し
、

将
来
に
及
ぶ
負
担
の
節
減
を

行
う
な
ど
、
効
率
的
な
財
政

運
営
に
努
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
決
算
の

実
質
収
支
は
黒
字
決
算
と
な

り
、
財
政
運
営
は
安
定
し
、

好
ま
し
い
状
況
で
あ
る
。

全
体
的
に
み
る
と
、

都
市
基
盤
や
教
育
環
境

の
整
備
な
ど
所
期
の
目

的
は
達
成
さ
れ
た
が
、

長
引
く
景
気
の
低
迷
に

よ
り
、
歳
入
の
根
幹
で

あ
る
市
税
及
び
国
民
健

康
保
険
税
の
収
納
状
況

が
思
わ
し
く
な
く
、
ま

た
、
歳
入
の
大
幅
な
伸
び
は

期
待
で
き
ず
、
今
後
も
財
政

状
況
は
厳
し
い
も
の
に
な
る

と
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
財
源
の
確
保

に
力
を
入
れ
て
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

事
業
の
選
択
の
眼
を
一
層
養

い
、
常
に
将
来
を
見
据
え
た

適
正
な
財
政
運
営
を
心
が
け

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

▲熱心に聴いていますね

▲決算本来の目的は

▲夏はちびっ子でいっぱい

▲心身障害者福祉センター


